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　はじめに

ベラ科モチノウオ属 Cheilinus は世界に 8 種が

知られており，そのうち日本にはアカテンモチノ

ウオ Cheilinus chlorourus (Bloch, 1791)，ヤシャベ

ラ Cheilinus fasciatus (Bloch, 1791)，ミツボシモチ

ノウオ Cheilinus oxycephalus Bleeker, 1853，ミツバ

モチノウオ Cheilinus trilobatus Lacepède, 1801，メ

ガネモチノウオ Cheilinus undulatus Rüppell, 1835

の 5 種が分布する．ヤシャベラ Cheilinus fasciatus

はインド・太平洋の熱帯から亜熱帯域に分布し，

日本国内では琉球列島に分布するとされているが

（島田，2013），実際には沖縄諸島，八重山諸島の

ように琉球列島の中でも南に位置する島嶼部から

の報告がほとんどである（西山・本村，2012；加

藤，2016）．また，琉球列島の中 – 北部に位置す

る奄美大島（藤山，2004）およびトカラ列島口之

島（坂井ほか，2005）からは生鮮時写真あるいは

水中写真によって生息が報告されているが，標本

に基づく記録はなかった．

2016 年 10 月に広島大学生物生産学部附属練習

船豊潮丸によっておこなわれた鹿児島県口永良部

島での魚類の種多様性調査においてヤシャベラ 1

個体が採集された．本標本は本種の琉球列島最北

部である大隅諸島からの初記録となり，標本に基

づく分布の北限を更新するためここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Bogorodsky et al. (2016) にし

たがった．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．本報告で使用し

た標本は三重大学大学院附属水産実験所（機関略

号：FRLM）に登録，保管されている．

　調査結果

Cheilinus fasciatus (Bloch, 1791)

ヤシャベラ　（Fig. 1; Table 1）

標本　FRLM 53735，体長 31.9 mm，鹿児島県

熊 毛 郡 屋 久 島 町 口 永 良 部 島 西 浦（30°28ʹ26ʺN, 

130°11ʹ44ʺE），水深 5 m，2016 年 10 月 8 日，手網，

坂井陽一・森菜摘・小山内泉帆．

形態　計数・計測値を Table 1 に示した．体は

やや細長い楕円形で側偏する．体高は背鰭基底中

央部付近で最大．吻はやや尖る．口は端位で，上

顎後端は眼窩前縁よりも前方に位置する．両顎歯

は 1 列で，上顎には 3 本，下顎には 2 本の犬歯が

ある．犬歯の後方に上顎では 8 本，下顎では 12

本の円錐歯が並ぶ．眼窩上方まで大きな円鱗で覆

われる．眼窩下方は無鱗． 頭部背縁および腹縁

は直線的で，背縁は背鰭起部，腹縁は腹鰭起部よ

り後方からなだらかに丸くなる．肛門は尻鰭直前

に位置する．背鰭最長棘条は第 9 棘，背鰭最長軟

条は第 8 軟条．臀鰭最長棘条は第 3 棘で，臀鰭最
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長軟条は第 5 軟条．尾鰭は後縁が丸みを帯びた截

形．胸鰭後縁は丸みを帯びる．腹鰭起部は背鰭起

部よりもわずかに前方で，胸鰭基底直下に位置す

る．側線は体側後部で中断する．前部の側線は鰓

蓋上部を起点として背鰭第 2 棘基部下方を頂点に

弧を描く．その後，背鰭第 6 軟条基部下方を終点

としてやや直線的に降下する．後部の側線は背鰭

第 4 軟条基部下方を起点として体側中央をとお

り，尾柄部中央に達する．前後側線間鱗数は 1 枚．

側線前方鱗数は 6 枚．

生鮮時の色彩　吻部から腹鰭基部にかけては

橙色．体側は濃褐色．体側に 5 本の乳白色横帯が

はいり，前から 1 本目が最も太く明瞭で，背鰭第

2 棘から腹鰭起部の後端にかけてはいり，腹鰭後

Fig. 1. Fresh specimen (A) and preserved specimen (B) of Cheilinus fasciatus, FRLM 25654, 31.9 mm standard length, Nishiura, 
Kuchierabujima-Island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, southern Japan.
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Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Cheilinus fasciatus.

端の白色域に連続する．2 本目は最も細く不明瞭

で背鰭第 5 棘起部の直下の体側中央から臀鰭始部

にかけて斜めにはいる．3 本目は背鰭第 1 軟条起

部から背鰭第 8 棘起部まで背部の輪郭に沿って前

方へ延長した後，背鰭第 8 棘起部で屈曲し，臀鰭

第 2 軟条起部にかけてはいり臀鰭の白色域に連続

する，4 本目は背鰭第 9 棘と背鰭第 1 軟条の間の

鰭膜から臀鰭第 5 軟条起部にかけてはいる．5 本

目は背鰭基部後端から臀鰭基部後端にかけてはい

る．項部と眼隔域にそれぞれ黄色帯がはいる．眼

下に白色の斜走帯がはいる．背鰭前方に上縁が橙

色の暗青色斑をもつ．尾柄中央部に暗色小斑がは

いる．腹鰭は前方が濃褐色で，後方は白色，後縁

は半透明．胸鰭軟条は淡褐色，胸鰭鰭膜は半透明．

尾鰭は黄褐色で基部は乳白色．虹彩は橙色，瞳孔

は深緑色．

固定後の色彩　吻部から腹鰭基部にかけては

淡色．体側の地色は濃褐色で 5 本の乳白色横帯が

はいる．項部と眼隔域にそれぞれ乳白色帯がはい

る．眼下に乳白色の斜走帯がはいる．背鰭，臀鰭

ともに濃褐色と半透明の部分が混在する．尾柄部

中央に 1 個の暗色小斑がある．腹鰭は前方が褐色

で，後方は半透明．胸鰭，尾鰭は一様に半透明．

分布　アフリカ東岸からミクロネシア，サモ

アおよびトンガに至るまでのインド・太平洋（紅

海を除く）．日本国内では八重山諸島，沖縄諸島，

奄美大島，口之島，および口永良部島から報告さ

れている（藤山，2004；坂井ほか，2005；西山・

本 村，2012； 島 田，2013；Bogorodsky et al., 

2016；加藤，2016；本研究）．

Kuchierabujima-Island  Indonesia
FRLM 53735 FRLM25654 FRLM32399

Standard length (SL; mm) 31.9 49.5 118
Counts

Dorsal-fin rays IX, 10 IX，10 IX，10
Ana-fin rays III，8 III，8 III，8
Pectoral-fin rays 12 12 12
Pelvic-fin rays I, 5 I，5 I，5
Pored lateral-line scales 14+9 14+8 16+9
Total gill rakers 4+9 5+9 5+9

Measurements (%SL)
Body depth 40.1 41.6 40.3
Head length 38.9 39.2 37.0
Snout length 11.3 12.1 14.7
Eye diameter 11.6 11.7 7.0
Interorbital width 13.5 11.7 11.3
Dorsal-fin base length 50.2 50.7 54.7
Anal-fin base length 24.5 24.0 24.7
Caudal-peduncle depth 14.1 13.7 16.3
Longest dorsal-fin ray length 9.4 14.5 18.1
Longest anal-fin ray length 13.5 17.6 26.4
Pectoral-fin length 16.6 23.3 21.6
Pelvic-fin length 16.3 22.5 21.4
1st dorsal-fin spine length 7.2 8.7 7.8
2nd dorsal-fin spine length 10.3 12.9 10.3
9th dorsal-fin spine length 14.1 18.2 17.5
1st anal-fin spine length 5.6 7.7 8.8
2nd anal-fin spine length 10.7 12.9 11.3
3rd anal-fin spine length 16.6 19.0 18.5
central caudal-fin length 22.6 23.8 25.3
Longest caudal-fin length 22.6 23.8 34.2
Upper-jaw length 9.1 9.9 10.1
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生息環境　本種はサンゴ礁性の浅海域に生息す

ることが知られている（Kochzius, 2007）．本標本

は岩礁とミドリイシ類を中心とするサンゴが混在

する場所で，タテジマヘビギンポ Helcogramma 

striata やニセモチノウオ Pseudocheilinus hexataenia

などとともに採集された．

備考　口永良部島産の標本は体側に 5 本の乳

白色横帯をもち，そのうち前から 1 本目が最も太

く明瞭であること．項部と眼隔域にそれぞれ黄色

帯をもつこと．眼下に白色の斜走帯をもつこと．

背鰭前方に上縁が橙色の暗青色斑をもつこと．鰓

耙 数 が 13 本 で あ る こ と か ら Bogorodsky et al. 

(2016) の記載した Cheilinus fasciatus の特徴と一

致し，さらに島田（2013）の記載したヤシャベラ

の計数形質の値と一致したことから本種に同定さ

れた．

本種のレクトタイプ（ZMB 8577）の産地は日

本とされているが，実際のタイプ産地について

Randall (2005) は東南アジア島嶼域である可能性

を示唆している．

檜山（1943）はマーシャル諸島ヤルート島か

ら C. fasciatus を報告し，和名を「ヤシヤベラ」

とした．その後，岡田・松原（1938）や松原（1955）

は琉球列島から和名を用いずに C. fasciatus を報

告した．益田（1975）は和名ヤシャベラを用いて

本種の分布を沖縄島以南とした．荒賀（1997）は

本種の分布に和歌山県串本を含めたが，この分布

は標本あるいは写真に基づいておらず根拠は不明

であり，本報では分布域に含めなかった．

本種の繁殖生態については雄がハレムを形成

して複数の雌と繁殖行動をおこなうことが知られ

ている（Donaldson，1995）．しかし，本標本は性

的に未成熟な幼魚個体であること，口永良部島で

1970 年代から継続して魚類生態調査を実施して

いる広島大学でも本種他個体の発見例はなかった

こと（木村，未発表データ）からも口永良部島で

の再生産の可能性は極めて低いと考えられる．

坂井ほか（2005）では口永良部島の南およそ

60 km に位置する口之島において潜水目視調査を

実施し，ヤシャベラを含む 156 種を報告した．そ

の後，坂井ほか（2009）ではその結果と Nakabo 

(2002) の見解を踏まえ，口之島と口永良部島の間

にあるトカラ構造海峡が魚類における分布境界で

あること，熱帯性魚類である本種はトカラ構造海

峡を縦断することが難しく，トカラ列島北部が分

布北限部である可能性が極めて高いと述べてい

る．しかしながら，現状では本種の出現は口之島

および口永良部島から報告があるのみであり，ト

カラ列島北部以北の本種の分布は偶来的なもの

か，著しく生息密度が低い分布であり，定着して

いる可能性は低い．

一方で，近年精力的におこなわれている琉球

列島の各島嶼での大規模な魚類相調査（Motomura 

et al., 2010； 本村ほか，2013；本村・松浦，2014）

で集積された情報から，魚類の生物地理境界線は

従来考えられてきたトカラ列島周辺よりも北，口

永良部島を含む大隅諸島周辺である可能性が有力

視 さ れ て い る（ 本 村，2015；Motomura and 

Harazaki, 2017）．

地球温暖化に伴う海水温の上昇，それに伴う

海中環境の変化により熱帯域を主生息地とする魚

類の北上は日本各地で確認されている．その影響

を受けてヤシャベラも北上が可能となり，魚類の

生物地理境界部である口永良部島にまで到達した

と考えられる．前述の通り，現在のところ口永良

部島には定着しているとは言い難いが，今後も南

方からの供給が続くと定着する可能性は十分に有

り得る．

生物地理境界部ではこうした魚種組成の変化

がより顕著に現れると予想される．魚類相の変遷

を明確に捉えるためにも，口永良部島の現在の魚

類生息情報が集積されることが望まれる．

比較標本　 ヤ シ ャ ベ ラ Cheilinus fasciatus：

FRLM 25654，体長 49.5 mm，インドネシア，ビトゥ

ン，レンベ島，手網，2000 年 7 月 14 日，木村清志；

FRLM 32399，体長 118 mm，インドネシア，ビン

タン島，市場にて購入，2005 年 9 月 14 日，木村

清志．
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